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２
月
28
日
、
３
月
議
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の
代
表
質
問

で
は
第
１
の
柱　

市
バ
ス
無
料
乗
車
証
70
歳
か
ら
の
継
続
に
つ
い
て
、
第

２
の
柱　

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
高
槻
市
、
第
３
の
柱　

災
害
の

被
害
を
少
な
く
し
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
第
４
の
柱　

あ
ら
ゆ
る
人
の

人
権
が
、
保
障
さ
れ
る
ま
ち
、
最
後
に
今
後
の
大
型
公
共
事
業
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
市
バ
ス
無
料
乗
車
証
70
歳
か
ら
継
続
を
と
災

害
の
被
害
を
少
な
く
し
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
考
え
を
紹
介

し
ま
す
。

　

高
槻
市
民
、
高
齢
者

と
市
財
政
に
と
っ
て
も

役
に
立
ち
ま
す
。

　

高
槻
市
は
南
北
に
長

く
、
東
西
で
も
病
院
に

行
く
時
は
、
公
共
交
通

は
市
バ
ス
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
高
槻
の
高
齢
者

は
他
の
自
治
体
の
３

倍
、
バ
ス
で
移
動
し
て

い
ま
す
。
有
料
化
さ
れ

れ
ば
、
70
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
利
用
が
減
り
、

外
出
は
減
り
ま
す
。

　

ま
た
、
70
歳
か
ら
74

歳
の
介
護
認
定
率
は
65

歳
か
ら
69
歳
と
比
較
す

る
と
２
倍
以
上
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
時
期

ご購読く
ださい

日刊紙　１ヶ月３，４９７円
日曜版　１ヶ月９３０円

の
外
出
は
重
要
で
あ

り
、
70
歳
か
ら
の
無
料

乗
車
証
は
健
康
維
持
に

と
っ
て
決
定
的
に
重
要

で
す
。

　

高
槻
市
の
高
齢
化
率

は
大
阪
府
内
平
均
よ

り
、
１
・
６
％
高
い
の

に
元
気
な
高
齢
者
が
多

く
、
介
護
や
医
療
の
負

担
が
少
な
く
す
ん
で
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、

介
護
保
険
料
は
大
阪
府

内
43
市
町
村
で
一
番
安

く
、
大
阪
市
よ
り
年
間

３
万
３
千
円
以
上
安
く

な
っ
て
い
ま
す
。
高
槻

市
の
介
護
保
険
の
負
担

も
大
阪
市
よ
り
、
年
間

７
憶
円
以
上
安
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
市
バ
ス
敬

老
パ
ス
で
高
齢
者
の
外

出
が
多
い
効
果
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
高
槻
市

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
る
と
、
女
性
の
２
人

に
１
人
、
男
女
合
わ
せ

て
も
３
人
に
１
人
が
年

間
の
収
入
は
１
０
０
万

円
以
下
で
、
こ
う
し
た

皆
さ
ん
の
な
く
て
は
な

ら
な
い
移
動
手
段
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
１
回
の

外
出
で
高
齢
者
は
３
，

０
８
０
円
支
出
す
る
の

で
、
直
接
の
経
済
効
果

は
32
憶
円
に
な
る
と
、

高
槻
市
は
検
証
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
高
槻
市
は
市

バ
ス
の
会
計
に
、
高
齢

者
無
料
乗
車
証
の
た
め

６
憶
円
の
補
助
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で

も
２
０
２
１
年
ま
で
は

黒
字
で
す
。
２
０
２
１

年
度
か
ら
補
助
金
を
３

憶
円
以
上
増
や
す
計
画

で
す
。
２
０
２
１
年
か

ら
数
年
間
は
数
億
円
の

黒
字
に
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
必
要
経
費
で
あ

る
市
バ
ス
車
両
の
交
換

費
用
や
退
職
金
等
は
、

す
で
に
積
み
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
提
案
は
昨
年
の

12
月
４
日
に
し
め
さ

れ
、
住
民
向
け
の
説
明

会
や
意
見
を
聞
く
場
も

も
た
ず
、
こ
の
３
月
議

会
で
決
定
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
は
大
問

題
で
す
。

　

昨
年
濱
田
市
長
は
、

市
バ
ス
に
つ
い
て
、「
市

域
の
ほ
ぼ
全
域
を
カ

バ
ー
し
、
重
要
な
イ
ン

フ
ラ
で
あ
り
、
通
勤
、

通
学
、
買
い
物
な
ど
の

不
可
欠
な
移
動
手
段
」

と
し
、
無
料
乗
車
証
に

つ
い
て
も「
外
出
支
援
、

社
会
参
加
及
び
、
生
き

が
い
づ
く
り
の
促
進
」

に
寄
与
し
た
と
評
価
し

て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
制
度
を
４
７

年
ぶ
り
に
変
え
る
の
に

こ
ん
な
に
短
期
間
で
行

２
面
に
続
く
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私
た
ち
は
党
派
を
超

え
、
市
民
の
団
体
や
個
人

の
み
な
さ
ん
と
署
名
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
合

わ
せ
て
約
３
万
筆
の
署
名

を
届
け
ま
し
た
。
自
治
会

で
取
り
組
ん
だ
地
域
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
市
民
の
声

を
市
政
に
届
け
が
ん
ば
り

ま
す
。
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無
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、
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要
望
署
名
３
万
筆
余
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提
出
ー

　
　
　
　
　
　
　

要
望
署
名
３
万
筆
余
を
提
出
ー

災
害
被
害
を
少
な
く
し
て
、　
　
　

災
害
被
害
を
少
な
く
し
て
、　
　
　

　
　
　

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

　

地
震
や
台
風
で
の
集
中

豪
雨
な
ど
の
被
害
が
想
定

さ
れ
、
高
槻
市
で
も
大
き

な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
槻
市
で
は
５
年
前
か

ら
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
対

象
と
し
た
耐
震
改
修
設

計
・
改
修
工
事
の
補
助
制

度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

個
別
相
談
会
・
セ
ミ
ナ
ー

実
施
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
耐
震
化
を
進
め
る
う
え

で
の
課
題
と
し
て
、
住
人

ー
自
然
災
害
に
強
い
ま
ち
を
ー

―
水
害
の
対
策
も
重
要
―

の
合
意
形
成
が
54
％
と
最

も
多
く
、
次
い
で
費
用
が

37
％
で
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
合
意
形
成
が

で
き
な
い
54
％
の
中
に
も

費
用
へ
の
負
担
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
入
居
者
へ
の
負
担
を

ど
こ
ま
で
軽
減
で
き
る
の

か
な
ど
の
相
談
が
必
要
で

す
。
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の

耐
震
化
が
進
ま
な
い
こ
と

に
対
す
る
理
由
と
解
決
策

を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

ま
た
、
土
地
の
耐
震
化

も
必
要
で
す
。
市
が
土
地

の
状
況
を
調
査
し
、
耐
震

化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

高
槻
市
は
河
川
の
堤
防

が
決
壊
し
た
こ
と
が
何
度

か
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
台

風
19
号
で
は
全
国
の
多
く

の
河
川
で
、
甚
大
な
被
害

に
な
り
ま
し
た
。
淀
川
、

芥
川
、
女
瀬
川
、
檜
尾
川

な
ど
の
堤
防
の
強
靭
化
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
J
R
駅
前
広

場
の
雨
水
貯
留
施
設
、
西

大
冠
小
学
校
に
雨
水
流
出

施
設
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

市
内
で
雨
水
対
策
が
必
要

な
地
域
の
把
握
、
対
策
が

必
要
で
す
。

地域
の声

　

今
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
人
気
で
す
。

高
槻
市
の
公
園
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
練
習
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
方

か
ら
公
園
に
せ
め
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
を

設
置
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。
市
の
公
園
課
に
要
望
し
ま
し
た
。

公
園
課
は
市
民
の

皆
様
か
ら
要
望
も

お
聞
き
し
て
い
ま

す
。
署
名
も
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

前
向
き
に
検
討
し

ま
す
。
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
早
く

設
置
さ
れ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

う
の
は
間
違
い
で
す
。
情

報
を
市
民
と
共
有
し
た
う

え
で
合
致
点
を
見
つ
け
る

努
力
を
求
め
ま
す
。

１
面
の
続
き

バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
の
設
置
を

多様性を認め、ジェンダー平等社会を
　

日
本
共
産
党
は
第
28

回
大
会
で「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
社
会
を
つ
く
る
」

と
し
ま
し
た
。
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
の

「
男
女
平
等
」
を

求
め
る
と
と
も

に
さ
ら
に
す
す

ん
で
、「
女
性
も

男
性
も
、
多
様
な

性
を
も
つ
人
々

も
、
差
別
な
く
、

平
等
に
、
尊
厳
を

も
ち
、
自
ら
の
力

を
存
分
に
発
揮

で
き
る
よ
う
に
な

る
社
会
を
目
指

す
」
こ
と
で
す
。

　

大
阪
府
は

今
年
１
月
か
ら

「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
証
明

制
度
」
を
施
行

し
ま
し
た
。

　

府
営
住
宅
で

の
同
居
、
府
立
病

院
で
の
手
術
同

意
書
の
記
入
な
ど
が
認

め
ら
れ
ま
す
。

　

高
槻
市
で
も
条
例
制

定
を
と
求
め
ま
し
た
。


